






 

 

☑ 上記の論点を踏まえた新たな制度におけるソフト基準及びハード基

準のあり方について 

－ 対象となる畜舎の範囲や現行規制に対する事業者の御意見等を踏

まえ、どのようなソフト基準（利用基準）及びハード基準（構造基

準）とするべきか。 

－ 滞在時間が短いことや他人がみだりに立ち入らないといったソフ

ト基準を前提とした場合、ハード基準の設定の考え方としてどのよ

うなものが考えられるか（仕様規定による規制、簡単な構造計算に

よる規制等）。 

 

○ 新たな制度を農林水産省において執行する際に整理すべき点について 

 

 ☑ 畜舎に係る新基準への適合確認等について 

  － 現行基準を緩和する以上、最低限、新たな制度の対象となる畜舎

は建築士が設計した畜舎に限った上で、特例を設けるべきではない

か。 

  － 新たな制度の対象となるのは新制度施行後に新築・増改築される

ものに限るべきではないか 

  － 検査・確認等に係る執行体制について、都道府県・市町村、事業

者の負担を軽減しつつ、ハード・ソフト基準の順守状況を監視する

方法としてどのようなものが考えられるか    

  － 新たな制度に基づいて建てられる畜舎等は、ソフト基準・ハード

基準を満たしたものである旨の計画に沿ったものである必要がある

が、計画の終期を何年程度とするか。 

   

 ☑ 新たな制度により建築される畜舎等の集団規定の適用等について 

  － 集団規定を遵守させる仕組み及びその運用について、既存の都市

計画法、建築基準法と同様に国土交通省とすべきか、農林水産省と

すべきか。 
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農林水産省生産局畜産部御中

畜舎等の建築規制等に関する要請

令和元年12月6日

公益社団法人 日本農業法人協会

一般社団法人 H本養豚協会

一般社団法人 日本養鶏協会

TPP 1 1 ・ 日欧EPA ・ 日米貿易協定などにより、 畜産業が国際競争にさらされる中で、 畜産業の成長

産業化を固るには、生産物の品質の向上 ・ 販売方法の工夫等に加えて、生産コストを国際水準に引き下げ

ることが必要不可欠である。

畜舎等の建設費は、生産コストの相当な割合を占めており、特に、畜舎等の建設は多額の負債の原因と

なるため、 畜産経営に与える影響は極めて大きい。

令和元年6月の規制改革推進会議の第5次答申には、「畜舎に関する規制の見直し」が盛り込まれてい

るが、これを踏まえて、政府においては、畜産業の国際競争力の強化につながる実効ある規制緩和を確実

に行っていただきたい。

ついては、 下記の事項を要請する。

記

1 主要畜産国（日本に畜産物を輸出している国々）における畜舎等の建築にかかる規制について、政府

において調査し、 それを踏まえて、 国際競争力を確保できる制度にすること。

2 畜舎等については、 人口密集の市街化区域ではなく農業振興地域に建設されるのが通常であり、 ま

た、住宅 ・ 事務所と異なり畜舎等の下で人が作業等を行う時間は極めて限定されていることなどを十分

に考慮した制度とすること。

3 今後の検討段階に応じて、節目節目で、畜産業者の意見を聞き、現場でワ ー クする制度にすること。

以上

資料７




